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（別紙） 

令和６年度県南広域振興局子どもの学習・生活支援事業実施業務執行状況等審査表 

                                       審査員氏名               

評価項目 評価の視点 コメント 評価 評価点 
1 学習会等の実施

回数、場所、時
期 

 学習会等の実施回数、場所は仕様書に定めた要件を満たし、適切
か。 
【仕様書】 

・回数：契約期間中に 80 回（新型コロナウイルス感染症等の感
染拡大など、集合による学習会の開催が困難な場合に
は、通信教育等の方法により学習会を代替開催し、開催
回数を確保）。 

・場所：対象中学生が定期的に通うことができる場所 
 
 学習会の実施時期は適切か。 

 10 

 

2 学習会等の実施
方法、テーマ設
定、学習メニュ
ー等 

 学習会等の実施方法、テーマ設定、学習メニュー等は目的に照ら
して効果的か。 

 学習会等の運営の工夫がなされているか。 

 10 

 

3 対応スタッフ人
数、実施人員の
配置方法 

 対応スタッフ人数、実施人員の配置方法は仕様書に定めた要件を
満たし、適切か。 

 【仕様書】 
・学習支援管理者 1 名 
・各会場に学習支援管理者１名及び学習支援員 2 名以上（ただ

し、学習会等の参加者が２名以下の場合、学習支援員は１名で
可） 

・上記のほか、必要に応じて、学習会等の運営に必要な人員を配
置 

 10 
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評価項目 評価の視点 コメント 評価 評価点 
4 連絡会議等の実

施状況 
 連絡会議等の実施状況は適切か。 
【仕様書】 

  ・学習会等の運営を円滑に進めることができるよう、県南広域振
興局との連絡会議を定期的に実施する。 

  ・随時、学習会等の状況を報告する。   
 10 

 

5 関係者との連携  地域の関係機関との協議の場を設けているか。 
 学習会について、情報共有等行っているか。 
【仕様書】 

・必要に応じて、各町生活困窮支援担当課、教育委員会、学校等
の関係機関への情報提供を行う。 

 ・連携及び調整を行う。  10 

 

6 スタッフのスキ
ルアップ 

 中学生等の学習支援及び相談等に適切な対応をするため、スタッ
フ等のスキルアップを行っているか。 
【仕様書】 

  ・複数回の研修会を行うなどし、学習支援員等のスタッフが学習
会等に対応するための教育体制を整える。 

 

10 
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評価項目 評価の視点 コメント 評価 評価点 
7 安全管理  参加生徒の安全管理は十分か。 

【仕様書】 
 ・参加中学生及びスタッフの保険加入 
 ・安全管理に十分な配慮をする 

・基本的な感染対策の徹底 
・新型コロナウイルス感染症等の感染の拡大、地震・大雨・大雪

等の自然災害その他の災害の発生（発生が予想される場合を含
む）時には、県及び関係する町等と連携し、速やかに学習会の
開催の可否の判断及び参加者への連絡ができるような体制を整
える。 

 
 

 

10 

 

8 受託法人として
の適性 

 適切な運営がされており、本事業を遂行できる運営体制となって
いるか。 

 現在の他の受託事業等の状況に照らし、本事業が確実、適切に遂
行できる体制（財務的、人的等）となっているか。 
 
 
 

 

10 

 

9 令和７年度 
業務計画 

 令和６年度の事業実績を踏まえ、事業内容の必要な見直しや改善
を行う等、効果的に事業を実施する計画となっているか。 

 
 
 
 

 

20 

 

合  計 
 （100） 

 


